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農作業安全対策全国推進会議

ヤンマーにおける農作業安全の取り組み
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安全装備使用の強化
１.ヘルメット、シートベルト着用
２.安全フレーム付きトラクターの使用

3.トラクタの部品供給切れが
予測される対象型式のお知らせ

4.作業機付きトラクタ公道走行時の
注意

安全作業啓発、注意喚起

1.農作業安全啓発活動 2023年度重点取組事項 チラシによる啓発活動

農業機械の転落・転倒対策

部品供給年限(製造終了後12年)を
経過し、安心・安全にトラクターを使用頂く事が
困難になると見込まれる所有者への啓発、
整備推進、更新提案を行う

2023年度：85,000件（上期9/30まで）



２.農作業安全啓発 展示会での安全作業実演
先進農機の実演と農作業安全の体験
最先端のテクノロジーを活用して農作業の省力化、
効率化、高精度化を実現するとともに
安全性確保技術の紹介を実施しました

事例：茨城でのアグリフェア（11/21,22）
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【VRゴーグルを使用した農作業事故疑似体験】
VRゴーグルを使って、トラクタのブレーキ連結を
忘れた際の転倒事故をお客様に疑似体験して
頂きました。

安全講習

２.農作業安全啓発 安全講習の開催

事例：茨城でのアグリフェア（11/21,22）

VRゴーグルを通して視界に広が
る事故の映像はとても臨場感が
あり、実際に事故に遭ったような
体験ができます

※イメージ画像

転倒角装置は開発に配属された
新入研修の一環で、定期的に図面作成、
組立研修を行い、自ら体験することで
安全意識の啓発を図るとともに、その装置を
利用した体験講習をユーザに提供しています

「呼びかけ」だけでなく「体験」での
農作業安全啓発活動を今後も継続して
実施します
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２.農作業安全啓発 安全講習の開催 事例：各地での自動化農機安全研修

農業高校での

自動化農機体験教室

法人向け自動化導入研修
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安全講習

スカイスクール・ドローン安全講習
ドローン資格取得時に安全な使用法を学んでいただきます
安全講習では、事故事例を基に作業前点検や作業中の
注意事項について実機で説明します

２.農作業安全啓発 安全講習の開催

安全講習会 アグリトレーニング

事例：女性のための農業支援プロジェクト 「ヤンマーアグリガールズ（北海道）」発足

実績(4/1～1/31)
講習回数

農作業安全講習 171
ドローン安全講習 35

Page: 7



事例紹介
ヤンマーHP、SNSによる農作業安全のススメ 安全フレーム、シートベルト

安全フレーム、シートベルトの推奨

Page: 8



ヤンマーHP、SNSによる農作業安全のススメ 危険個所の予知・動画の利活用

運転前の基本条件として、
・農作業の安全なスタイル
・運転（作業）者の状態
・農業機械の操作、安全、点検
のほかに
・「危険個所の予知」
について事前注意を促しています。
また、YouTubeヤンマー農業チャンネルに
「農作業安全のポイント」を機種ごとに
開設しお客様の閲覧だけでなく、社内外
各種イベントでの利用で好評を得ています。
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事例紹介
ヤンマーHP、SNSでの農作業安全のすすめ 作業機付きトラクタ公道走行紹介

規制緩和当初から採用している
ヤンマートラクタの
チャート式早わかりシステムが好評
新商品の年度変更を実施

必要な装備だけでなく、免許や申請についての対応も
お知らせいたします

Page: 10



事例紹介
ヤンマーHP、SNSでの農作業安全のすすめ 作業機付きトラクタ公道走行紹介

前述の公道走行対応について必要な免許や納税標識の
取り付け義務など各種法令を紹介
必要な対応を理解いただき、法令順守のもと、安全に道路
走行を行っていただきます。 Page: 11



2024年度も農家の皆様の無事故を目指し
農作業安全の啓発に取り組んでいます。
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